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取扱説明書
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H

40 kg

Tools Needed (NOT lncluded)
組み立てる前に、テレビの適合性をご確認ください

    お使いのテレビの穴間
隔が600 × 400mm以下、
もしくは200 × 100mm以
上になっていますか？

     お使いのテレビ（ア
クセサリー含み）の重量
は40 kg未満ですか？

 必要の工具(別売)

 安全上のご注意

はい - テレビに適合

いいえ - テレビに不適合

はい - テレビに適合

いいえ - テレビに不適合

・注意を無視した取扱いをすると、物質損害を被ったり、障害を負う可
能性があります。

・設置の際は取扱説明書で記載される以外の使用目的で使用しないでく

ださい。最大耐荷重を超えないでください。取り付け不備や、取り扱い

不備による事故や損傷については、当社では一切の責任を負いません。

・ 組み立てる前に、すべての部品が揃っており、破損していないことを

確認してください。足りない部品又は破損している部品がある場合は、

当社に連絡してください。

お問い合わせ先：supportjp@perlegear.com

・ 小さな部品がありますので、誤って飲み込まないようにご注意くだ

さい。窒息などの危険があります。
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注意

注意

警告

・ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いく

ださい。取扱説明書に何かご不明な点がございましたら、 必ず、販売者

や工事専門業者に連絡してください。

お問い合わせ先：supportjp@perlegear.com

・紛失の時の為に、余分に入れている部品もあります。余った部品は予
備です。

最小VESA規格：
200mm × 100mm
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部品一覧

L10mm
[F2] × 4

M4 / M5
[B1] × 4

M6 / M8
[B2] × 4

M6

M4

M8

M4 × 12mm
[C1] × 4

M4 × 30mm
[C2] x 4

M6 × 15mm
[D1] × 4

M6 × 35mm
[D2] × 4

M8 x 15mm
[E1] × 4

M8 x 35mm
[E2] × 4

M8 x 50mm
[E3] × 4

L22mm
[F3] × 4

L2.5mm
[F1] × 8

× 105-L

× 105-R

[O] × 1
M6 x 25mm

[K] × 3

[G] × 6

スチールワッシャー
[J] × 3

× 101 × 102

プラスチックワッシャー
[I] × 3

[H] × 1

M6 x 45mm
[L] × 4× 103

M6 × 12mm
[M] × 1 [N] × 2× 104
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手順 1-1 テレビボルト選択

テレビ背面のネジ穴に手でボルトを締め込み、適合のボルトサイズ（M4 / M6 / M8）を選択してくださ
い。

手順 1 テレビにブラケットを取り付ける

M6
M8

M4

手順 1-2 お持ちのテレビに対応できる部品を確認

背面に段差があ
る場合
オプションC

ケーブルが挿し口
に干渉する場合
オプションD

凹凸がある場合

オプションE

背面が湾曲な
テレビ
オプションB

背面が平坦なテ
レビ
オプションA
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手順 1-3 テレビにブラケットを取り付ける

オプションA（背面が平坦なテレビ）

ボルトの長さについて：
必要に応じて、複数のスペーサーを積み重ねて使用するのは可能です。

B1 / B2

C1 / D1 / E1

F1
(必要に応じて)
F1
(必要に応じて)

05-L

05-R

締めすぎない
でください。

05-L05-R

上向き
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オプションB（背面が湾曲なテレビ）

オプション C（背面に段差がある場合）

湾曲した背面がブラケットと干渉しないように、スペーサーは十分な高さである必要があります。

ブラケットは、背面の凹凸と同じ高さにし、スペーサーと水平にする必要があります。

B1 / B2

F1 / F2 / F3

C2 / D2 / E2 / E3 

F1 / F2 / F3

B1 / B2

C2 / D2 / E2 / E3

F1 / F2 / F3F1 / F2 / F3
B1 / B2

C1 / D1 / E1 

F1 
(必要に応じて) 

05-L

05-R

締めすぎない
でください。

締めすぎない
でください。

05-L

05-R
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オプションD（ケーブルが挿し口に干渉する場合）

ケーブルが挿し口に干渉する場合は、スペーサー[F1] 、[F2] または[F3]を使用して、TVとTVブラケット
の間に余分なスペースを作ります。

JP

EN
B1 / B2F1 / F2 / F3 B1 / B2

C2 / D2 / E2 / E3

B1/B2

オプションE（凹凸がある場合）

ブラケットをTVにできるだけ近づけるために、スペーサー[F1] 、[F2] または[F3]を凹凸に埋める必要が
あります。

B1 / B2B1 / B2F1 / F2 / F3

05-R

05-R

締めすぎない
でください。

締めすぎない
でください。

F1 / F2 / F3

C2 / D2 / E2 / E3

C2 / D2 / E2 / E3C2 / D2 / E2 / E3

F1 / F2 / F3
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手順 2-3 プラスチックカバー[H]、プラスチックワッシャー[I]
、スチールワッシャー[J]、ボルト[K]と六角レンチ[O]を使っ
て、強化ガラスベース[01]に支柱[02]を取り付けます。

手順 2-4 ノブを外側に引っ張る同時に、上部支柱を引き上げます。そして、上部支柱を自動的に下
部支柱に固定します。

手順 2 ベースを取り付ける

ご注意：上部支柱
に6段階の取付位置
が選択できます。

①

②

02

手順 2-2 次の手順を実行する前に、
上部支柱は抜き出さないことをご確認
ください。

02

テーブル

OK

JI

01

H

02

上部支柱は正
常に動作して
いるかどうか
をご確認くだ
さい。

ご注意：
締めすぎない
でください。

ご注意：
強化ガラスベースは、光沢
のあるガラス面を上向きに
してください。手順 2-1 足パッド[G]をガラス板[01]底部の四隅に粘りつきます。 

01

G

取付位置 #1

取付位置 #2

取付位置 #3

取付位置 #4

取付位置 #5

取付位置 #6
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手順 4 TVプレート[03]にテレビを取り付ける

03

L

TVプレート[03]にテレビを取り付ける前にテレビの高さ
位置を確認してください。

·テレビの位置を確認する場合は、手順4-1から4-3ま
で従って取り付けてください。

·テレビの位置を再設置する場合は、手順高さ調節と
手順4-1から4-3まで従って取り付けてください。

O

手順 3 支柱にTVプレート[03]を取り付ける
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“軽くてしてく
ださい”

手順 4-2 TVプレートの中心にブラケットをかけ
ます。ブラケットの組み立て済みボルトを少し緩
めます。

手順 4-3 ボルトがTVプレートにくっつく程度ま
で、ボルトを締めてください。

ご注意：
TVプレートにボルト穴はありません。

①

②

ノブを外側に引っ張る同時に、テレビを上下に
調節して、お好みの高さにします。

高さ調節

手順 4-1 六角レンチ[O]でボルト[M]を締め付けて
ください。

4-2

02

M

O
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手順 5 支柱にDVDトレイ[04]を取り付ける

04

O

手順 5-1 事前取り付け済みボルトを取り外して、クリップを開ける。

04

O

手順 5-2 下部支柱にDVDトレイ[04]を取り付ける。

手順 5-3 ボルトを締め付けてDVDトレイ[04]を固定します。
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JP

手順 7 左右調節

必要であれば、TVプレートは左右に回転できます。

860-00025-01 Rev02

手順 6 ケーブル収納

N
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